
第38回日豪合同セミナー参加申込書
第38回日豪合同セミナーへの参加を申し込みます。

ふりがな

お名前

ご住所

電話番号

年令 性別

男・女
才

（〒　　　　　　　　）
TEL　　　ー　　　　ー　　　　

FAX　　　ー　　　　ー　　　　

TEL　　　ー　　　　ー　　　　

勤務先

学校名

E-Mail

Adress

日中の

連絡先

□ 自宅、□ 勤務先、□ 携帯電話、□ その他（　　　　　　　　）

受講希望分科会（パンフレットをご覧のうえ、分科会番号をご記入下さい）

第1希望（　　　　　）第2希望（　　　　　）第3希望（　　　　　）

参加方法（○で囲んでください）

A-1　一般日帰り（4,000円）　　　S-1　学生日帰り（3,000円）

A-2　一般宿泊　（7,000円）　　　S-2　学生宿泊　（6,000円）

オーストラリア関連の勤務、友好活動等をされている方は所属団体名を

教えて下さい。

日豪合同セミナーは、オーストラリア大好きの人達のため
の、オーストラリア大好きの人達による、オーストラリアにつ
いての勉強会です。
参加資格は、オーストラリアが好き、それだけです。ちょっ

と興味がある、というだけでもかまいません。地位や肩書き、
年齢、等々、一切関係ありません。また、日本大好きなオース
トラリア人も大歓迎で、毎年多くの参加をいただいておりま
す。
セミナーを主催する実行委員会は、すべてボランティア、非

営利で運営されております。参加資格と同様、オーストラリア
が好き、ただそれだけ、というメンバーで構成されています。
研究学者、元新聞社駐在員、その他、多くのオーストラリア識
者からも、多大なるお力を無償でいただいております。オース
トラリア大使館をはじめとするオーストラリア関連機関からの
ご協力も欠かせません。そういった多くの力に支えられて、は
じめて実現する企画です。
セミナー開催の主な目的は、より多くの方々に、更なるオー

ストラリアに対する知識を深めていただこうというものです。
常に最新の洗練されたハイレベルなものを目指しております。
いわゆる勉強会ではありますが、けっして堅苦しくなく、誰で
もが気軽に楽しく参加できるものを目指しております。
さらに、開催目的の一つとして、オーストラリアファンの集

いの祭典、という名目もあります。そのために親睦会としてワ
インパーティーも企画しております。もちろん、ワイン、チー
ズはオーストラリア産です。オーストラリアファン同士の交流
の輪を拡げる場となれば幸いです。また、普段日豪交流に尽力
されている同志の方々には、ご自身の活動をアピール出来る場
としてご提供することも可能です。
そして、最終的に、このセミナーの参加者が、将来、草の根

パワーの一つとなって、日豪間の人的、及び文化的交流促進の
ため、多少なりとも貢献することになれば、とても素晴らしい
ことだと思います。それこそが、セミナー開催の最大の目的、
ということになろうかと思います。

 開催主旨

ご意見、ご要望等

＊ご記入いただいた個人情報については、日豪合同セミナー実行委員会が、日豪合同セミナー
の運営のためだけに使用し、責任を持って管理いたします。

（参加申込の際に受講希望分科会をお選び下さい）

１．マルチカルチュラリズム、テロリズム、ポピュリズム時代のオーストラリア
関根政美（慶應義塾大学名誉教授）

トランプ大統領を選んだアメリカ、EUから離脱するイギリス、大統領選挙でルペン候補が決戦投票に残ったフランスに代表さ
れるポピュリズムの旋風が吹くヨーロッパなど、反グローバリズムと反マルチカルチュラリズムの動きが世界で力をつけて来ま
した。その背景には、不法移民や偽装難民を含めた国際移民の増加があります。オーストラリアでも同じようなことが起きてい
ます。長年、マルチカルチュラリズムを研究してきた関根先生にこうした傾向を解説・分析していただきます。

２．英国→米国→日本、そして中国？日豪通商協定６０年と貿易相手の変遷
高佐知宏（日本経済新聞）

対日講和条約を調印して6年後の1957年、日豪通商協定が締結されました。オーストラリア国内には反日感情がまだ強く残って
いましたが、当時は米国対ソ連・中国の冷戦構造が色濃くなっており、この協定にはアメリカの後押しもあったようです。それ
から日豪関係は大きく飛躍しました。通商面から日豪関係を見直します。

３．オーストラリア留学　魅力と注意点
井上勇一（東京都市大学国際担当部長）

日本との時差か少なく、豊かな自然に恵まれ、英語の勉強もしやすいオーストラリアは、留学先として人気があります。東京都
市大学は昨年から毎年200名の学生を半年ずつ西豪州パースのエディス・コーワン大学に送り出しています。元在パース総領事
館首席領事の経験もある井上さんは、国際担当部長としてこの留学の制度設計に関わってきました。東京都市大学がオーストラ
リア留学に力を入れている理由、その効果と注意点などについてお話しいただきます。

４．アボリジニ演劇のいま
佐和田敬司（早稲田大学教授）

アボリジニの人々の芸術表現は、アボリジナルアートばかりではありません。1970年代から、舞台メディアを通して自らの声を
発してきました。フィクションではない現実の人物が舞台に立ったり、歴史的な記録をそのまま台本にしたりといった、近年の
ユニークな演劇作品を、新刊書『オーストラリア先住民とパフォーマンス』（東京大学出版会）から紹介します。

５．オーストラリア人らしさとは何か？“トイレ騒動”から考えるアイデンティティ
原田容子（オーストラリア研究家）

今年４月、ターンブル政権は移民政策を大きく改変、市民権取得希望者に受験義務がある「市民権テスト」が厳しくなると言わ
れています。そこで問われる「オーストラリア人らしさ」とは何なのか。年々“非西洋化”するオーストラリアについて、昨年
起こったトイレ“珍”騒動や、最近、講師が現地で撮影した写真などを通して考えます。

６．自分に合った食、生き方とは？私のVeganライフスタイル
小野瑠璃（Vegan　Lounge　Tokyo　代表）

Veganとは動物性の食べ物を摂らない、生活に取り入れないライフスタイルのこと。小野さんは23歳の頃、オーストラリアで
Veganに出会い、すっかりトリコになった。７年間、ノースクイーンズランドで過ごした後、帰国。現在は東京でVeganライフ
スタイルを発信するWeb＆キッチンスタジオ／ラウンジを運営している。小野さんの体験をお話いただく。

分科会 申込要項

１．右下の参加申込書にご記入いただき、郵送、FAXのいずれかの方法にてお申し込みください。
・郵送の場合は、点線より切りとり切手を貼り投函してください。
・FAXの場合は、FAX番号044-865-9495まで参加申し込み面を送信してください。

２．インターネットからも申し込めます。http://www.wallabytrack. com をご覧ください。
３．お申し込みと同時に参加費をお支払いください。
４．申込書と参加費の入金の両方が確認出来た時点で参加受付とさせていただきます。
５．参加受付の完了後、開催一週間前までに「参加受付番号」をお知らせいたします。
６．開催当日は会場受付にて「参加受付番号」をご提示ください。

下記のゆうちょ銀行振替口座へお振り込みください。現金書留不可。
郵便振替用紙は最寄りの郵便局でお求めください。手数料はご負担願います。

 00110-3-409309 日豪合同セミナー実行委員会　宛

ゆうちょ銀行以外の金融機関から振り込まれる場合は、銀行名：ゆうちょ銀行（金融機関：コード9900）、
店名：〇一九店（ゼロイチキユウ店） 、預金種目：当座、口座番号：0409309 となります。

支払い方法

5月26日で締め切らせていただきます。ただし、申し込み多数の場合、申込受付完了順で受付け、
日帰り130名、宿泊100名までで締め切らせていただきますので、あらかじめご了承ください。

締 め 切 り

締め切り後6月1日までのキャンセルは、お申し込み金額の50%を払い戻しいたします。
それ以降のキャンセルによる払い戻しは出来ませんので、あらかじめご了承ください。

キャンセル

A-1 一般日帰り ¥4,000. S-1 学生日帰り ¥3,000.（土曜夕食付）
A-2 一般宿泊 ¥7,000. S-2 学生宿泊 ¥6,000.（土曜夕食・日曜朝食付）
＊日曜のみ参加は無料です。特に参加申込の必要はありません。お気軽にご参加ください。
＊土、日とも昼食の用意はありませんのでご注意ください。

参 加 費

日曜のセッションは2部構成です。
第1部は前日の6つの分科会の総括です。自分が参加していなかった分科会ではどんなことが話し合われ
たのか？各分科会から報告を受け、その後フリートークします。
第2部は岩手の中学生をメルボルンに招待する日豪ジュニアプロジェクトを紹介します。
東日本大震災から今年で6年余り。オーストラリア政府・豪日交流基金もSupport Our Kidsと名付けた日
本の中学生をホームステイさせるプログラムをやっています。日豪ジュニアプロジェクトは民間のボラン
ティア活動で規模は小さいのですが、継続しています。日本側でこのプロジェクトを推進している岡田繁
氏がこの活動について説明します。

分科会総括・日豪ジュニアプロジェクト紹介

次回開催のお知らせを希望されますか？□ 郵便で、□ E-Mailで、□ 不要


